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愛する皆さんへ、

ＧＢＹ！　皆さんを心から愛しています。そして、皆さんの祈りをとても感謝しています。その祈りの効果が本当に感じられます。そして私たちは、攻撃の激化に伴い、全ての霊の武器やスピリット・ヘルパーからの助けがあることを感謝しています。皆さんの祈りにより、主はこの迫害から多くの勝利ももたらされています。私たちの友人やコンタクトはファミリーにもっと近くなり、敵対者たちの嘘を暴露するチャンスも与えられています。また、この強めの年になって、ファミリーの確信がより強められています。主はこういった特別な方法で私たちを強めておられ、私たちはこの先にある勝利を待ち望んでいます。

もちろん、戦いなしに勝利はありません。ですから、このメッセージで「戦場」の状態や「戦況」に関する幾つかのポイントを分け合いたいと思います。でも、どうか何事にも怖じ気づいたり、恐れたりしないで下さい。主は敵である悪魔の戦法を暴いておられるだけであり、私たちがそれに備えるために自分の分を果たすなら、主は私たちを守って下さるからです。

「あなたが鍵を呼び求め、使いこなすならば、わたしは敵の力を滅ぼすために、敵のあらゆる攻撃にまさる力を与える。」

説明しなくてはならないことがかなりあるので、ポイントごとに要点をまとめました。
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1. 「ジャパンタイムズ」と「フライデー」の最新情報

「ジャパンタイムズ」: 私たちは最近、「ジャパンタイムズ」が「ロサンゼルス・タイムス」のファミリーに関する転載記事を掲載したことを知りました。今、新聞社にその記事を送るよう尋ねている所ですが、記事がファミリーに対して好意的でないことはかなり確かです。けれども、「ジャパンタイムズ」は英字新聞なので、それほど大きな影響はないでしょう。

「フライデー」: 「フライデー」の記者が、あるファミリー・ホームの家主を訪問して、色々な質問をしたことがわかりました。この状況のため、そして、彼らがこれ以上別のホームに行かないよう祈りを求めたいと思います。どうもありがとう！
2. マスコミへの手紙と声明文

これまでに私たちがマスコミに送った声明文や手紙のコピーを皆さんも受け取ったと思います。そこで提案ですが、皆さんも数部ずつでもコピーして、フォルダーに入れておき、いつでも友人やコンタクトにあげられるようにしておくのはどうでしょうか？
3. ホームページ

あなたのホームが地元の名称やボランティア・グループの名称で自分たちのホームページを持っているなら、そこに載っている詳細や情報にどんな間違いもないように確かめてもらえませんか（たとえば日付など）？　敵である悪魔は利用できるものは何でも利用します。ですから、あなたのホームページにあるすべての情報が正確で、良い見本であることを確かめて、万一マスコミがその一部分を引用したとしても、ファミリーについて悪い印象を与えることがないようにして下さい。

また、必ずしも悪いものではなくても、悪と見える可能性のあるものは一切掲示するのを避けて下さい。あなたのホームが自分たちのホームページを持っているなら、どうかそれを見直して主と確認を取るための時間を取って下さい。そして、どのポイントについてであれ、主がチェックを与えたなら、せめて一時的にそれを変更するか、さらにはその部分を全部削除するかについて祈って下さい。ご協力ありがとう！
4. Google サーチ

上のポイントと多少関係していますが、あなたのホームが地元の名称を持っている場合、どうぞGoogle.com にアクセスして、あなたの活動の名称を検索して見て下さい。

その理由は、インターネットの掲示板に幾つかのファミリー・ホームに関する否定的な書き込みがあったことがわかったので、もしあなたのホームについてそのようなコメントが掲示されているなら、あなたもそれを知っておくべきだからです。

当然、あなたのしていることが気に入らない人というのは必ずいるものです。それが人生というものです。けれども、主はあなたに何かを告げようとしているかもしれないので、主から聞く時間を取るべきです。
5. 法的事柄

もう一つ、私たちが強調したいのは、すべての法的事柄をきちんとしておくことです。

ホームとしても個人としても、どうぞすべての法的事柄（住民登録、書類、ビザ、車に関する書類など）がきちんと世話されていることを確認して下さい。上にも述べたように、敵である悪魔は見つけられるどんな小さなことでも利用するからです。

例を挙げると、何も悪いことや法律に違反することをしてない別の宗教団体が単純な理由で攻撃されました。車が別の場所で登録されていたのです。
6. 祈りのリクエスト

「（ママ：）彼らは、私たちに敵対して行動を起こす理由となる何らかの「情報」を捜査当局に提供するため、真偽の疑わしい「虐待」話しをなるべく多く集めようとしています。また、私たちの子供たちの教育は不十分であると思わせようとして、ファミリーの教育方法に政府機関の注意を向けさせようとしています。おそらく、ファミリーのホームの所在地を見つけようとしているのでしょう。ファミリーをやっつけるため、一致団結し、自分たちのエネルギーや情報源、資金源などを一つにまとめようとしています。

私たちに敵対する活動は増しており、それは人々がただ作り話をしているだけではありません。背教者や誹謗者は、互いに扇動し合っています。ファミリーに敵対するよう政府機関に働きかけています。そして攻撃を繰り出そうとしています。 (GN 1007, 「祈り、従い、準備せよ！」より。パラグラフ131-132)

上に挙げたＧＮの一部でママがはっきり説明しているように、私たちの敵対者たちはおそらく各ホームに関する多くの情報を集めたことと思います。そして、もしかしたら、地元の当局に影響を与えようとしているかもしれません。

どうか、霊的にも肉的にも、あらゆる方法で準備するよう最善を尽くして下さい。また、主がそれぞれのホームを守られ、当局が私たちに敵対するような悪影響を受けないよう祈って下さい。

「鍵の名によって、敵の攻撃を叱責しなさい。そうすれば、敵の力は滅ぼされる。鍵の力に太刀打ちできるものは何一つない。」
7. 先手を取る！

今は、逃げたり隠れたり、心配したりする時ではありません。今は先手を取って、攻撃に出る時です！　先手を取る一つの方法とは、友人やコンタクト、特に市の役人など、影響力を持つ友人に迫害のことを告げ、御言葉を通して彼らの信仰を強めることです。今までも様々な記事が出ており、たぶんこれからも出ることから、彼らは遅かれ早かれ必ずそれを知るでしょう。ですから、彼らにとっては、マスコミのゆがんだ話を聞くより、あなたからの説明を聞く方がずっと良いのです。

また、家主や近所の人たちを勝ち取る方向に努力して下さい。記者や当局は、そういう人たちの所に情報を得に行くだろうからです。

「この差し迫った迫害の警告を用いて招集の叫びとし、あなたの証しを拡大し、仕事の防備を固め、より遠くに、効果的に手を差し伸べるようにしなさい。また、ボードにおいて集い、自分のいる地域での仕事を強化し、推進するにはどうしたらいいかを共に祈り、ファミリーの良い名前を広めることによって敵の攻撃の計画を妨害し、その光力を最小に抑えるよう共に祈りなさい。ただ防御に回るのではなく、公に宣言するのだ！　主の御言葉を宣言し、鍵を呼ばわりなさい。警告は警戒なり。」 (GN 1007:75, 「祈り、従い、準備せよ！」) 


迫害の備え：あるホームでは、若い人たちにＰ＆Ｐのアサインメントをあげました。彼ら一人一人が、どのような質問をされる可能性があるかを主に尋ね、預言で答えも受け取りました。それから大人がそれを翻訳してあげ、今、その答をどのように言うかを学んでいる所です。

*詩篇32:8 わたしはあなたを教え、あなたの行くべき道を示し、わたしの目をあなたにとめて、さとすであろう。
8. リアクション

幾つかのホームは、「ニュース」を耳にしたり記事を読んだりした友人からの良い反応を送ってくれました。とても励みになるので、皆さんにも読んでもらいたいと思い、このメッセージと一緒に送ることにしました。これらは忠実なフォローアップの良い実や、主がこの迫害を使ってどのように友人たちを強め、私たちに近づけておられるかを示しています。これが皆さんにとっても励みになるよう望んでいます！

皆さんに神の祝福がありますように！　上に書かれたことが明確で、助けになったよう望みます！　どうぞこれらのポイントを実行するのを別の日に回さずに、今日、実行し始めて下さい！　「今」、備えることの大切さはいくら強調してもし足りないほどです。敵である悪魔は私たちに備えができるまで待ってくれるわけではなく、私たちも、敵に対してそれを期待しているように振る舞うべきではないからです。

GN 1007 (祈り、従い、準備せよ！)にはこうあります。「主はあなたが敵の計画を前もって見抜けるよう、事前の警告と情報を与えておられる。あなたは忠実に尋ね、聞いてきたので、主は忠実に指示や前途の見通しを教えてくれるのだ。だから今問題となっているのは、どうしたらこの事前情報を最大限に利用し、それをあなたの失望とせずに役立てられるかを知ることだ。これはたった今始めるべきことだ。」 (GN 1007:65-70) 


最後に、どうか上記のポイントを読んで、恐れたり、怖がったりしないで下さいね。それが目的ではないからです！　どのような司令官もそうであるように、主は悪魔の策略を知らせておられるのであり、私たちが主の命令に従い、それに沿って備える限りは、主は守って下さるからです。

「(ダッド：) 主に従い、主を愛し、主に従う者たちは、どんな迫害があっても心配することは何もない。ただそれは、兵士をより強め、団結を強化し、謙虚で、主があなたたち全員に与えられた霊の武器に熟練した良い兵士となるようにするだけである。」(GN 1007:83)


愛しています。そして、皆さん一人一人のために祈っています！

「鍵を要求する時、あなたはわたしと、わが力と、わが天国の軍勢のすべてを利用できる。そして、あなたはわたしたちと一つになる。」
素晴らしく魅力的な夫である主の内に愛を込めて、
あなたのＰＲボードより
eom






